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「世界の北海道」募集
　国土交通省北海道局において、世界との連携・競争に挑戦
する様々な取組を募集し、北海道の誇りとして発信・ＰＲします。
　現在活動中の世界とつながる又は世界に目を向けた取組の
うち、「北海道の資源や特性を活かした取組」、「自らの創意
工夫や多様な主体との連携・協働により、新たな価値を生み
出し又は地域の活性化に貢献する取組」を募集します。
　優良な取組を選定・表彰の上、インターネット、冊子、フォー
ラムや各種イベント等を通じ、道内外へ広く発信していくほか、
取組の内容に応じた効果的なＰＲを行って参ります。
　たくさんのご応募をお待ちいたしております！
◆募集期間　令和元年10月18日（金）から同年12月13日（金）
◆応募要領、応募様式等詳細は、国土交通省ウェブサイト
　 https://www.mlit.go.jp/hkb/hkb_tk7_000091.html　をご参照
ください。

国営滝野すずらん丘陵公園
　11月11日（月）～12月21日（土）
　冬季開園準備のために閉園いたします。
　12月22日（日）～1月19日（日）
　たきのドキドキラリー
　　 滝野謎解き大作戦シーズン４。滝野公園ありの巣トンネ
ルやありの塚の塔を舞台に開催される謎解きイベントで
す。薄暗く入り組んだ中を進んで、謎を解き明かそう。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●会　場　ありの巣トンネル周辺
　　　●時　間　10:00～15:00
　12月29日（日）
　冒険遊び場きのたんの森
　　 尻すべりやかまくらづくりなど大人も子どもも自由に遊べ
るイベントです。

　　　●参加費　無料（入園料・駐車料金は別途）
　　　●会　場　滝野のゾーン東エリア
　　　●時　間　12:00～14:30
　12月22日（日）～1月19日（日）までの毎週日曜日
　スノーシューガイドツアー
　　 スノーシューで滝野の森を散策しよう。初心者と経験者そ
れぞれクラスがあります。

　　　●参加費　100円（入園料・駐車料金は別途）
　　　●会　場　森の交流館集合
　　　●定　員　15名／回（スノーシューのレンタル無料）
　　　●時　間　10:30～12:00（初心者向けは10:00～11:30）
　　　●対　象　 4才以上
　　　※申し込み： 滝野管理センター（011-594-2222）、空き

があれば当日も参加受付あり。
　※ 詳細は当公園ホームページ（URL：http://www.takinopark.
com/）をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）
までお問い合わせください。

12月 5日（木）
土研新技術ショーケース2019in札幌
　特別講演　13:10～14:10
　「気候変動による洪水、雪氷の変化を考える」
　　小池　俊雄　氏（ （国研）土木研究所水災害・リスクマネジメント国際

センター（ICHARM）センター長・東京大学名誉教授）

　北海道開発局の講演　15:40～16:10
　「ICT技術を活用した除雪機械の高度化について」
　　木村　孝司　氏（国土交通省北海道開発局事業振興部機械課長）
　●場　所　札幌市北区北24条西 5 丁目　札幌サンプラザ
　●時　間　10:00～17:25（開場・受付開始 9:30）
　●参加費　無料（出入り自由）
　主催／国立研究開発法人土木研究所
　共催／（一社）建設コンサルタンツ協会北海道支部
　後援／ 国土交通省北海道開発局、北海道、札幌市、（一社）

日本建設業連合会北海道支部、（一社）全国建設業
協会、（一社）全国測量設計業協会連合会

　　問い合わせ先／
　　 国立研究開発法人土木研究所寒地土木研究所寒地技術
推進室

　　TEL：011-590-4046
　　詳細・申し込み／
　　寒地土木研究所HPをご覧ください。http://www.ceri.go.jp/
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　ニューヨークで気候変動の危機を訴えたス
ウェーデンの少女は、ヨットで大西洋を横断した
ようです。帆船で欧州から北米に行くには、赤道
付近で吹く偏東風（貿易風）を利用できます。貿
易風は、太平洋の低緯度地域で発生する台風を西
に運び、日本列島に近づけます。この経路の海面
水温が高いと、台風は勢力を強め、しばしば日本
にも大きな被害をもたらします。こうした気象災
害等においては、ハザードの予測がポイントとな
ります。台風の進路等については、観測技術や数
値モデルの改善など予測精度の向上が図られてお
り、事前に情報を把握し、できるだけ準備するこ
とが、被害軽減に結びつきます。地震など突発的
な災害でも、施設整備と併せて、防災訓練など日
常的な備えが重要です。当研究所では、災害に関
する幅広い研究を助成し、成果の公表を通じて、
防災リテラシーを高め、地域社会のレジリエンス
の向上に貢献していきます。　　　　　　（黒﨑）
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